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私
は
い
つ
も

島
根
県
庁
の
前
に
立
っ
て
、

み
な
さ
ん
を

見
守
っ
て
い
ま
す
。

｀ ヂ ゛･･･;lt

心
．･

み
な

さ
ん
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先
生
で
す
／・

岸

清

一
な

く
し

て

、

東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
し

／・

1912 年オリンピックに初出場(ストックホルム大会)

旧 本体剤色会ICG年茫 より

岸
先
生
は
、
明
治
時
代
、
当
時
の
日
本
人
と
し
て

は
数
少
な
い
国
際
弁
護
士
と
し
て
、
国
内
外
に
多
く

の
人
脈
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
創
立
者
で
あ
る
ピ
エ
ー
ル
ー
ド
ー
ク
ー
ベ
ル
タ
ン

男
爵
（
仏
）
と
の
出
会
い
が
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
活

動
の
き
っ
か
け
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
口
本
人
を
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
に
立
た
せ
る
た
め
に
自
ら
の

私
財
を
投
じ
る
こ
と
も
厭
わ
ず
、
選
手
育
成
事
業
お

よ
び
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
７
年
に
開
催
さ
れ
た
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会



へ
は
、
百
九
十
二
人
の
大
選
手
団
と
共
に
参
加

し
、
龍
田
丸
の
船
Ｌ
で
競
技
の
練
習
を
し
た
こ

と
は
、
あ
ま
り
に
も
有
名
で
す
。

そ
し
て
。昭
和
1
5年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
決
定
に
ま
で
こ
ぎ
着
け
ま
し
た
が
、
戦
争
に

よ
り
中
止
と
な
り
、「
幻
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
岸
の
こ
の
活
動
が

昭
和
3
9年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
へ
つ
な

が
っ
た
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
く
、「
日
本
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
父
」
と
ぱ
わ
れ
て
い
ま
す
。

1932 年ロ サンゼルス大会 に向かう船 の中で練 習する陸上の短距離陣

｢近代オIノンビ､。ク１００年の歩み｣より

松
江
市
雑
賀
町
の

下
級
武
士
の
家
に

生
ま
れ
る

1932 年ロサンゼルス大会に句けて横浜港より出航

｢日本体膏協会100･年則 より

岸
清
一
は
、
慶
応
三
年
に
松
江
市
雑
賀
町
、
津
田
街

道
の
地
行
場
で
ド
級
武
士
の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

当
時
の
雑
賀
町
は
、
私
塾
活
動
が
盛
ん
で
、
多
く
の
恩

師
の
指
導
の
も
と
、
若
槻
礼
次
郎
と
並
ん
で
「
鳳
雛
と

臥
龍
」と
称
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
雑
賀
小
学
校
、
松
江

中
学
、
東
京
大
学
へ
と
進
学
し
、
大
学
時
代
は
ボ
ー
ト

部
で
活
躍
。夏
目
漱
石
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
知

人
を
得
る
も
官
僚
に
は
進
ま
ず
、
弁
護
士
へ
の
道
を

歩
み
ま
し
た
。

母
校
雑
賀
小
学
校
に
は
、
今
も
岸
清
一
の
「
至
誠
努

力
」
の
言
葉
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

小泉八雲の遺品の寄贈

記念館の建設
旧制松江高等学校

C現島根大学)の誘致

岸育荒事業

(奨学金など)の創設

松江末次プールの寄付床几山の岸運動場
雑賀小学校、松江中学( 現松江北高)

などへの寄与

岸
先
生
は
、故
郷
の
発
展
に

多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
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